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開国開港Ｙ１５０「絹の道都市間交流連携会」の設立について
～１都５県に及ぶ連携～

我が国の近代化と横浜港繁栄に重要な役割を果たした「絹」及び「絹の道」に関
係する自治体が共同して、Ｙ１５０イベントの中で、地域の物産展や郷土芸能・歴史
展示等を実施し、都市間の連携を深め、今後の各自治体の発展の契機とします。

今回のように、「絹の道」をテーマとし、県域を越えて、自治体が広域的に連携を
することは我が国の過去にない事例であります。

このたび、次により、設立総会を開催し連携の取り組みをスタートさせますので、
取材につきよろしくお願いいたします。

開催概要

開催日時 2008年10月22日（水）14時00分～15時30分

会 場 みなとみらい２１ プレゼンテーション・ルーム

（みなとみらい２１ クイーンズスクエアーＣ棟３Ｆ）

趣 旨 横浜港は、安政６（１８５９）年に開港しました。開港後、幕末から
明治にかけて、日本の主要な輸出品であった絹は、ほぼ全量が横浜港か
ら輸出されていました。「絹」を通じて、横浜はもとより生産地や製造
地、交易路(絹の道)沿線地は現在の都市としての礎が築かれ、また、
開国後の日本の発展に大きな役割を果たしております。

このたび横浜開港１５０周年を契機とし、「絹の道」に関係する自治
体が集まり、Ｙ１５０イベントの中で、物産・歴史展示等を実施します。
この共同でのイベント実施を通じて、都市間連携が萌芽し、今後の各自
治体の相互発展に繋がることが期待できます。

具体的な事業

（１）Ｙ１５０イベントでの物産・郷土芸能等への参加
（２）Ｙ１５０イベントでの絹等にかかわる展示
（３）近隣各地域の小中学生による教育の一環としての参加
（４）絹等にかかわる史実の新聞掲載とその成果物としての資料の制作
（５）道標等の歴史的資産の保存活動
（６）２０１０年以降の都市間の交流・連携の検討

平成２０年１０月２０日
財団法人横浜開港１５０周年協会
広報・宣伝部 統括部長 阿部 龍浩
電話：045－222ｰ1508



参加団体（予定）
・群馬県、前橋市、桐生市、伊勢崎市、沼田市、富岡市、安中市、

下仁田町、甘楽町、六合村 （群馬県＝１０団体）

・埼玉県、本庄市、秩父市、入間市、熊谷市 （埼玉県＝５団体）

・長野県、上田市、岡谷市、須坂市、駒ヶ根市、辰野町 （長野県＝６団体）

・山梨県、富士吉田市、都留市、山梨市、甲州市 （山梨県＝５団体）

・東京都八王子市、東京都町田市 （東京都＝２団体）

・神奈川県相模原市
・神奈川県横浜市、中区、保土ヶ谷区、旭区、緑区、泉区、瀬谷区

（神奈川県＝８団体）

・財団法人横浜開港１５０周年協会
（以上４県、２２市、３町、１村、６区、１団体＝３７団体）

その他
取材については当日、会場受付にお申し出下さい。

「絹の道都市間交流連携会」の範囲
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発信元・問い合わせ先
財団法人横浜開港１５０周年協会
事業営業統括部長 中村 和久
電話：045-222-1545
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プレゼンテーションルーム 案内図

〒220-6203 横浜市西区みなとみらい二丁目３番５号クイーンズスクエア横浜 クイーンモール３階
TEL 045(682)4408

＜交通のご案内＞
電車：→JR京浜東北線（根岸・横浜線）、市営地下鉄線桜木町駅より徒歩10分、

→みなとみらい線みなとみらい駅より徒歩3分。
バス（平常時）：桜木町駅バス乗り場１番より145系統赤レンガ倉庫行約10分クイーンズ

スクエア前下車徒歩1分
車（平常時）：首都高速道路横羽線みなとみらいランプより約2分。

緑のエレベーター

みなとみらい２１ まちづくりプラザ

ゲ ス ト
ルーム

３階

緑のエレベーターの３階で降り、
「みなとみらい２１ まちづくり
プラザ」にお入りください。


